
令和５年度  学 校 関 係 者 評 価 報 告 書
評価点　

A  高いレベルで達成できた A  とても適切である

B  達成できた B  概ね適切である

C  一部達成できなかった C  あまり適切でない

D  ほとんど達成できなかった D  適切でない

E  判定できない

達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価

学級学年の枠を越え
た「チーム東雲」を実
感しつつ愛校心をもっ
て教育活動を推進す
る。

縦割活動を基軸にして
日常的にかつ継続的
に児童の情報交換を
する場を設け，共有し
合う。

縦割班での関わりに関
する児童と教員へのア
ンケートを行い，肯定
的な評価を80％以上
にする。

教員８５％以上，児童８０％
以上が縦割活動で関係作り
ができていると回答している。
会議等の場で情報交換もで
きた。

Ａ

「東雲家族」が象徴している
ように，縦割活動を通しての
異学年交流や様々な児童ど
うしの直接的な関わりをこれ
までにもまして大切にしてほ
しい。

Ａ

異学年交流では，それぞれ
の学年の役割を明確にして
評価していくことで児童の成
長につながる取組にしていき
たい。

ことばの教育を核に相
手を尊重する児童どう
しの関係を構築する。

低中高別の目標と具
体的な方策を共有し，
児童の姿から成長や
変容を見取る。

年間3回のふり返りを
通して目標と照らし合
わせた児童の姿を肯
定的に評価できてい
る。

年間3回の場の他に，児童実
態に応じて向かう方向性を確
認することができていた。こと
ばの教育は教員間に意識や
感覚の差が感じられる。

Ｂ

ことばの教育は，ことばを伝
え合う人と人との関係（相手
尊重）づくりの教育とも言え
る。ぜひ継続してほしい。

Ｂ

ことばを通して人と人との関
係づくりを構築する教育を大
切に取組を継続していきた
い。そして児童の具体的な姿
を見取り指導していきたい。

教科等本来の魅力に
迫るための教師の資質
能力に関する研究を
推進する。

年間8回小中合同全体
会を開き，計画的に推
進する。

合同全体会の他に授
業研での小中交流や
小学校だけの研修を
10回以上実施する。

研究推進計画通り小中合同
全体会や校内授業研，校内
研究発表等を行うことができ
た。質的な向上をさらに求め
たい。

Ｂ

忙しい業務の中で，教育研
究は附属学校教員の使命の
一つである。公立小中学校
のモデルとして研究成果を発
信してほしい。

Ｂ

研究成果を紀要にまとめるこ
との他に，研究の進め方に
関する情報発信をホーム
ページで示すなど，さらに工
夫したい。

特色である複式教育
の研究を推進し，その
成果を発信する。

全体での複式理論研
修をもとに授業公開座
談会を開催する。また
「複式ハンドブック」の
原稿を完成させる。

複式教育授業座談会
の参会者の満足度
80％以上。また原稿を
完成させる。

複式教育授業座談会の自由
記述を読む限り，参加したこ
とに満足しており，改めて複
式教育を考えるきっかけに
なっている。ハンドブックも初
校段階に入っている。

Ｂ

複式学級をもつ本校の特色
を最大限生かそうとする点が
評価できる。今後においても,
ニーズのある複式教育につ
いての研究を質的に一層高
めてもらいたい。

Ｂ

複式ハンドブックが完成した
際は，ホームページや教育
研究会や複式教育授業座談
会を通して積極的に発信し
ていきたい。

大学との共同研究や
視察，AR実地研究や
調査協力等の実績を
昨年度以上にする。

広島大学からの依頼は20件
（ＡＲ実地研究8件を含む）の
他，地域社会等の依頼も19
件と昨年度以上となった。

Ａ

大学の附属として,大学から
の依頼に応えることを期待さ
れている。はある意味当然で
ある。可能な限り主体的に協
力し連携してほしい。

Ａ
教員への負担も考えつつ，こ
れまで通り積極的に協力し，
貢献できるように努めたい。

年間３回以上の研修報
告の実施により本校へ
の新たな研究示唆を
獲得する。

他附属の研究会報告等の報
告を年間４回実施した。

Ｂ

様々な研修に参加して学ぶ
場を求めることは，教師として
の力量を高める上で効果的
である。情報共有する場を大
切にしてほしい。

Ｂ

本校への研究示唆を明確に
した報告になるよう，資料を
作成し，教員全体で共有す
る場を設けるようにする。

注） 　　　太枠内は，学校関係者評価委員会が記入する。
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附属学校としてのミッ
ションを踏まえ，研究
の成果を研究会や書
籍を通して発信する。

講師派遣や視察，調
査等の協力，外部研
修への能動的な参加
を行う。

分野
重点目標

（評価項目）
具体的方策 成果指標・判断基準

学校（園）名：広島大学附属東雲小学校                           

異なる学級形態を有す
る本校の特長を生かし
つつ，教育実践の質
的向上を図る。

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

学校関係者評価

大学や他団体からの
要請に積極的に協力
する。

小中連携や多様な学
級形態を有する本校
の特長を生かし，大学
や他団体からの要請
に応え，地域の教育力
向上に貢献できるよう
にする。

自己評価 学校関係者評価

自己評価 学校関係者評価を
踏まえた改善策
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安全な学校生活にす
るための教育環境を整
える。

月1回の安全点検から
修繕等の箇所を把握
し，迅速に対応する。

修繕等希望箇所への
対応を迅速に判断し，
100％行う。

変圧器の交換や教室の壁の
修繕，エアコンの随時更新
等，優先順位を考え，迅速に
実行できた。

Ａ

児童にとって過ごしやすい教
育環境を整える努力を大学
当局とも連携して継続してほ
しい。

Ａ

予算も関係してくるので，計
画的に修繕等を進める件と
臨機応変に対応する件とを
分けて進めていきたい。

ICTの環境を整備し，
効果的に活用する。

新たに情報教育推進
部を校務分掌として立
ち上げ，環境整備や効
果的な活用を推進す
る。

児童のアプリによる出
欠確認，ペーパーレス
会議，児童のタブレット
端末の効果的活用等
を実施する。

情報推進部によるミニ研修を
年3回行い，情報を共有する
ことができた。
ペーパーレス会議やアプリの
利用が定着した。

Ｂ

社会情勢を考えるとＩＣＴ教育
は欠かせない教育内容であ
る。できることをできる範囲で
少しずつでも前に進めて業
務遂行の効果的な改善に努
めてほしい。

Ｂ

教員個人の力量に頼るので
はなく，児童に身につけたい
学年別の指導内容を明確化
し，ＩＣＴ教育の推進を図りた
い。

教員自身が自らの働き
方を意識し，健康管理
に努める。

組織目標達成のため
の方策を業績評価
シートに明確に表す。

一昨年度より時間外勤
務5％削減を60％の教
員が達成する。

5％削減に向けて方策実現
に努力は感じられるものの，
繁忙期や6学年担任は難し
い面が見られた。

Ｃ

しなければならない絶対的な
仕事があることは理解でき
る。しかし,働き方を考える取
組について創意工夫し健康
管理に努めてほしい。

Ｃ

組織目標の達成を勤務時間
外の在校時間を月４２時間以
下とすることを目標値として
設定する。働き方に対する教
員一人一人の意識をさらに
高めたい。

教
育
実
習

主体的・協働的に学ぶ
教育実習を実現する。

次世代型の教育実習
を開発する。

学級反省会の自主的
な運営と協議を行い，
児童理解の深化を図
る。
教科横断の授業提案
を含めた学級代表授
業を実施する。

教員と実習生へのアン
ケートによる主体性・協
働性に関わる肯定的な
評価を90％以上にす
る。

実習生へのアンケートから教
育実習に対して９５％以上肯
定的な回答が得られた。教
員も主体的協働的な教育実
習が実現できたと回答してお
り，教員の意識の統一が図
れた。

Ａ

教育実習生は満足度も高く,
教員と実習生の関係も充実
していることが評価できる。教
師離れが叫ばれる中で，夢
ややりがいを持って教師にな
ろうとする人材をこれからも育
ててほしい。

Ａ

教師の魅力だけでなく，責任
や役割の重要性も含め教師
の具体的な姿をモデルとして
示すことで，より充実した教
育実習の実現をめざしたい。

注）          太枠内は，学校関係者評価委員会が記入する。
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学校関係者評価 学校関係者評価を
踏まえた改善策

学校関係者評価

学校教育の基盤となる
健康，安全，安心の確
保及び附属学校として
の使命遂行の観点か
ら業務内容の精選を
図る。

成果指標・判断基準
自己評価

分野
重点目標

（評価項目）
年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性
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